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中学生のみなさん、有賀さんのお話しを聴いてどう感じましたか？

野口 音
にら い

来 君
牛堀中２年

　障がい者の方の接し方や感じ方が
すごく変わりました。これまでは自分
たちがあまり関わっていないイメージ
でした。今日学んだことを生かしてい
きたいです。親がお店を経営している
ので、段差をなくすことなどバリアフ
リーの話は身近に感じました。

　今から自分たちがすべきことがよ
く分かったし、障がい者の方たちに
とっては少しの段差でも大変不自由
なのがよく分かりました。両親も仕
事をしていく中で関わっていくこと
が多いと思うので、今日学んだこと
を家族で共有したいと思います。

　これまであまり関心がなかったの
ですが、今日の先生の講演を聴い
て、特に障がい者差別に関する法律
や国の制度のことがよく分かってと
ても勉強になりました。障がい者に
対して差別的な態度をとらないよ
う、家族にも伝えたい。

永田 城 君
牛堀中３年

𠮷川 はなの さん
牛堀中３年
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あなたはこのマークの意味をきちんと理解していますか？

①障がい者のための国際シンボルマーク　②身体障がい者標識　③聴覚障がい者標識　④盲人のための国際シン
ボルマーク　⑤耳マーク（聴覚障がい）⑥オストメイトマーク（人工肛門・人口ぼうこうを使用している人のた
めの設備があることを表すマーク）　⑦ハート・プラスマーク（内部障がいがあることを表すマーク）　⑧ヘルプ
マーク（援助や配慮が必要な人のためのマーク）　⑨ほじょ犬マーク（身体障がい者補助犬同伴の啓発マーク）

これは障がいにかかわるマークです
街頭や施設などで見かける障がいのある人にかかわる主なマークです。
みんなで理解・協力して，ともに生きる豊かな社会をつくりましょう。
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